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【問題 SE-B-2】下図に示す集中モーメント 0M が作用する単純ばりのひずみエネルギーU を求めよ。 

ただし、はりの曲げ剛性は EI，せん断弾性係数は G，断面積は A とする。 
 

 
【解答】 
支点反力を RA ， RBとすると、 
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これより、断面力図は、右図のようになる。 
したがって、ひずみエネルギーU は、次のようになる。 
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ここで、U を OM で偏微分すると、（カステリアーノの第 2 定理） 
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【問題 SE-B-1】下図に示す張出ばりのひずみエネルギーU を求めよ。ただし、はりの曲げ剛性は EI，
せん断弾性係数は G，断面積は A とする。 

 

 
 
【解答】 
支点反力を RA ， RBとすると、 
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これより、断面力図は、右図のようになる。 
したがって、ひずみエネルギーU は、次のよう

になる。 
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ここで、U を P で偏微分すると、（カステリアーノの第 2 定理） 
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